
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

P348

ELF 帯磁場波形デー タか ら推定 され る ス プライ トの全球発生頻度分布
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円 、福西 浩 円 、高橋 幸弘

田

　　［1】東北大学大学院理学研究科

　雷放電に伴う中間圏 ・下部熱圏領域で の 発光現象

（ス プライ ト〉は米国 に お い て 1gge 年代初頭に世界

で 初め て発見され、そ の 後 の地上や航空機か らの光

学観測に よ り日本 ・中国 ・台湾 ・ヨ
ー

ロ ッ パ ・南ア

メ リカ ・オー一．
．ス トラ リア な どで もスプライ トが発生

して い る こ とが確認 され て い る 。近年で は、スプラ

イ トが 中間圏 ・下 部熱圏領域の 大気組成や密度変動

に大きく寄与して い る こ とが予想されて い る が 、ス

プライ トの 全球的発生頻度が特定 されて い ない ため

に、地球規模 で の 下層大気か ら 中間圏 ・下部熱圏領

域へ の エ ネルギー流入量 に つ い て は 全く明ら か に な

っ て い ない 。

　雷放電 によ り励起さ れ る 8・60Hz 帯の 電磁波動 は

シ ュ
ー

マ ン・＃鳴 （SR）とよばれ、電離層と地上 間を反

射しなが ら低い減衰率 で 長距離伝搬する こ とが可能

である 。 この ため、スプライ トに伴 う トランジ ェ ン

トな SR 波動を検出し 、 三角測量の 手法か ら全球的

な スプライ ト発生頻度分布を求める こ とが本研究の

目的で あ る 。

　先ず、2001 年 6 月 19 日か ら 2002年 1 月 20日の

期間に、南極の 昭和基地 （69．0
° S

，
　39．6° E） と東北

大学惑星圏女川観測所 （38．4° N ，141．5
° E）にお．い て

得られ た 1−100・Hz の ELF 帯磁場波形デー
タか ら、ト

ラ ン ジ ェ ン トな SR を同
一の基準を基に約 715

，
440

イベ ン ト選び 出した。次に、こ れ らの トラ ン ジ ェ ン

トな SR 波形か らホ ドグラム 図を作成 し、波動 の 伝

搬経路 である大 円を昭和基地と女川観測所の それぞ

れ で求めた。さらに、三 角測量 の 手法を用 い て トラ

ン ジ ェ ン トな SR を励起 した雷放電 の 発生位置 と極

性 を求 めた。そ の 結果、こ れ らの 雷放電 の うち約

48 ％ の イ ベ ン トが正極性の落雷 （＋CG ）で 、 約 52 ％

の イ ベ ン トが負極性の 落雷 （−CG ）であ る こ と が判

明した。一方．これら の 雷放電が ス プライ トを発生

させた可能性を検証するために 、 昭和基地 の 磁場波

形デー
タ を用い て 雷放電 の 電荷モ ー

メ ン トを見積 も

っ た。そ の 結果＋CG と一CG の 電荷モ
ー

メ ン トはそれ

ぞれ、平均 して約 686C・km 、約一632　C ・km とな っ た 。

こ れと｝ま別 に Hu 　et　aL 　［2002］は、米国で 観測 された

スプライ ト光学観測デー
タ と ELF／VLF 電磁波動観

測 デー
タ か ら求めた、ある大きさ の 電 荷モ ー

メ ン ト

を持つ ＋CG がスプライ トを発生 させる確率につ い

て 報告して い る。こ の H 餌 ε‘認 【20021の結果と我々

の 結果を基に、2001 年 6 月 19 日か ら 2002年 1 月 20

日まで の 期間の 全球的なス プ ラ イ トの 発生頻度 を見

積も っ た。そ の 結果、こ の 期間に ス プ ラ イ トは 1日 ．

平均約 720イベ ン ト発生 した と推定された。さ らに、

ス プライ トは 主 に南 ・北ア メ リカ、ア フ リカ、東南

ア ジアの 熱帯赤道域 で 発生する こ とが明らか とな っ

た 。 2001年 6．月 19 日か ら 8 月 31 日の 期間に お け る

スプライ トの 日平均発生頻度分布図を以下 に 示す 。

図．2001年 6 月 19日か ら 2001 年 8 月 31 日の 期間にお け る

ス プ ライ トの 日平均 発 生頻 度分 布 図。図中の
”
‡‡
”

で 示 され

る領域 は 、雷放電の 位置推定が不 可能で あ る領域 を表 す。
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